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ことを最重要課題としていまし
た。また新技術の導入と処理性能
のさらなる向上を図るとともに、
バッチ処理や帳票印刷といった業
務も、使い勝手を損なうことなく、
オープンな環境で実行したいとい
う希望を持っていたのです。
このため同社は新システムの構

築を、オープンシステム構築でノ
ウハウの高い情報システム企業、
（株）キューニチへとアウトソーシ
ング。キューニチでは日立のBusi―
nesspowerにパッケージングされた
移行ツールとCOBOL 85を使って、
オフコン時代のデータベースとア
プリケーションを、ほぼそのまま
の形でFLORA―SS1に全面移行しま
した。そしてWindows NT 4.0が備
える本格的なマルチタスク処理と
高度なセキュリティー機能、PC―
LAN上での高機能なバッチジョブ
を実現するJP1を組み合わせること
で、システム運用の信頼性と効率
化を同時に実現。さらに無停電電
源装置やディスクアレイ装置も新
たに導入することで、新システム
のバックアップ体制も十分なもの
としたのです。
キューニチがBusinesspowerを

採用した理由は、PC―LAN環境で
基幹業務を開発・運用するため
の各種ソフトウェアが、体系化
された形でパッケージングされ
ていたこと、そして業務ノウハ
ウや開発ノウハウが従来システ
ムからそのまま継承できる点だ
ったといえます。これにより、
システム設計を変えることなく、
スピーディーかつ低コストな開
発環境が用意でき、新規にシス

中心に、九州全域と沖縄までをカ
バー。また読売グループの一員と
して関東、関西エリアなど、全国
どのエリアでも広告実施が可能な
体制を構築しているそうです。
同社の折込広告に関する業務

は、まずスポンサーや広告代理店
からの発注を受け、同社営業部が
地域ごとの配布計画を立案。どの
地域に何部の広告を、どの新聞販
売店を経由して打つのか定めた
「折込手配データ」を、配送センタ
ーや他社折込センターへオンライ
ンで送信し、それらをもとに請
求／支払業務を行うというのが一
連の流れです。
読売福岡マーケティングセンタ

ーでは、従来、この業務を日立の
オフィスコンピュータ「ellesシリ
ーズ」を使ってシステム化してい
ましたが、このたび基本性能の向
上と信頼性を保ちつつ、PC―LAN
へのダウンサイジング化を図るた
め、日立のオープンミドルウェア
「Businesspower」を導入。PCサー
バFLORA―SS1とクライアントパソ
コンFLORA 330、FLORA 270など
によるクライアント／サーバシス
テムで、より統合的な基幹システ
ムを構築するための第一歩を踏み
だしました。

信頼性の確保が第一

今回の移行に当たって読売福岡
マーケティングセンターでは、あ
くまでもシステムの信頼性を確保
しながら、オフコン時代に培った
COBOLの財産と各種機能を、そ
のままPC―LAN上でも継続できる

九州の表玄関、福岡の中心部に
本社を構える（株）読売福岡マー
ケティングセンターは、新聞折込
広告に関する営業・市場分析・コ
ンサルティングなどを一手に担う
総合マーケティングカンパニー。
さまざまな業種にわたる広告スポ
ンサーからの要望を、地域ごとに
最も効果的な折込広告として具現
化し、読売系列の新聞販売店への
取次業務を行う一方、福岡市内の
各社折込センターへの橋渡しをす
る重要な役割を担っています。そ
のビジネスエリアは福岡都市圏を
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どのスピードでした（笑）」
（読売福岡マーケティングセンター

業務係長・藤尾美知さん）

将来の環境変化にも迅速に対応

また入力用の端末にパソコンが
導入されたことで、データベース
に蓄積された情報を、表計算ソフ
トやビジュアルソフトで今まで以
上に高度活用することができ、ス
ポンサーへの新たな情報提供や、
電子地図システムを活用したター
ゲットエリアの抽出・商圏分析な
どが可能となる、次世代インフラ
ができあがりました。さらにオー
プンシステムとなったことで、従

来と変わらな
い運用コスト
で 、 営 業 支
援・経営支援
も含めたトー
タルシステム
の構築も早期
に実現するは
ずです。
「当社では折
込広告への需
要が高まるに
したがって、
省力化や効率
化を目的とし
たシステム導

入やオンライン化に、いち早く取
り組んできたつもりです。しかし
今後はさらに業界内での競争が激
しくなってくることから、情報の
高度活用によるスポンサー・販売
店へのフィードバックや、企画
力・提案力をメインとした“攻め
の営業”が必要になってきます。
また新聞そのものも、紙媒体ば

かりでなく、近い将来にはインタ
ーネットなどでのオンラインペー
パーが主流になってくるかもしれ
ません。今回のシステム導入は、
そういった未来の環境変化に対し
ても、折込広告によるノウハウの
蓄積を、新しいメディア上で展開
していくための布石づくりでもあ
るわけです。その意味でもまずは、
オープンシステムで今までと何が
変わるのか、どんな活用法がある
のかを、キューニチさんや日立さ
んから積極的に提案していただき
たいと考えています」
（代表取締役社長・磯田　博氏）
今後はFAX OCRによる折込依頼

書の読み取りや、電子メール、グ
ループウェアなども活用していき
たいという読売福岡マーケティン
グセンター。同社のように、基幹
系業務のクライアント／サーバシ
ステム化と先進的な技術の導入を
お考えのお客さまは、ぜひ日立の
Businesspowerをご検討ください。

テム構築を行う場合より、大幅
に少ない工数でシステム構築が
行えたということです。

バッチ処理でも圧倒的な
パフォーマンスを実現

「当社では配送センターや他社折
込センターに対して、毎日4,000枚
から5,000枚の依頼書を発行するの
で、システムがダウンすることは
絶対に許されません。折込広告は
バーゲンや売出しといったリアル
タイムな情報を、新鮮なうちにお
客さまに提供するメディア。つま
り発行するタイミングを逃すとま
ったく意味を失ってしまうので
す。当初はオフコン同様の使い勝
手が再現できるのか、また信頼性
はどうなのかに少し不安がありま
したが、実際にシステムが稼働し
た今は、そういった心配はほとん
どありません。
また月に4回と月末に1回、バッ

チ処理での請求業務があるのです
が、従来はこの作業に平均4時間ほ
どかかっていたのが、オープンで
高性能なPCサーバを導入したこと
により今ではなんと10分ほどで終
わってしまって、最初は本当に処
理が行われたのかどうか、疑うほ

読売福岡マーケティングセンター業務係長・藤尾美知さん（左）とセ
ンターで入力作業を担当するスタッフの皆さん
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